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の
役
割
が
あ
り
、
延
焼
遮
断
帯
と

呼
ば
れ
る
。
こ
う
い
う
形
の
中
で
、

あ
る
一
定
程
度
の
建
物
の
高
さ
は

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

�
市
内
全
域
に
絶
対
高
さ
制
限

を
か
け
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

市
と
し
て
は

ど
の
程
度
の
高
さ
制
限
を
適
用
す

る
の
が
妥
当
な
の
か
、
専
門
家
の

ご
意
見
を
い
た
だ
く
な
ど
時
間
を

か
け
て
調
査
を
し
て
一
定
の
方
針

を
決
め
た
い
。

青
木
ひ
か
る
（
市
民
の
党
）

　

�　

月
市
議
会
に
「
玉
川
上
水

１２

風
致
地
区
内
の
建
築
規
制
の
見
直

し
等
を
求
め
る
陳
情
書
」
が
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
の
取
組
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

あ
る
一
定
の

建
築
物
は
幹
線
道
路
の
沿
線
上
に

は
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

�
こ
の
地
区
に　

ｍ
の
絶
対
高

１０

さ
制
限
の
導
入
を
求
め
た
い
。
三

多
摩
で
は
三
鷹
市
、
青
梅
市
、
町

田
市
、
清
瀬
市
が
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
制
限
を
設
け
れ
ば
、
容
積
率

に
か
か
わ
ら
ず
建
物
の
高
さ
を
規

制
で
き
る
。

　

都
市
建
設
部
長　

幹
線
道
路
で

あ
る
新
小
金
井
街
道
と
小
金
井
街

道
沿
線
は
、
緊
急
避
難
路
と
し
て

玉
川
上
水
風
致
地
区
に

絶
対
高
さ
制
限
の
導
入
を

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
国
や

都
の
補
助
金
を
確
保
し
、
行
政
と

し
て
き
ち
ん
と
分
担
金
等
を
支
出

し
て
い
く
こ
と
。
さ
ら
に
地
権
者

と
の
調
整
、
関
係
機
関
と
の
調
整

な
ど
。
�
平
成　

年
度
に
市
民
参

１７

加
に
よ
る
修
景
実
施
計
画
を
策
定

す
る
。
�
財
政
的
に
誰
が
取
得
す

る
か
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
防

災
・
防
犯
上
の
問
題
が
あ
り
、
景

観
の
共
有
化
は
全
体
の
駅
周
辺
整

備
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　

市
長　

�
平
成　

年
度
完
成
が

１９

か
な
り
厳
し
い
状
況
と
受
け
と
め

て
い
る
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

１
月　

日
国
土
交
通
省
は
事
業

１２

を
認
可
し
、
都
市
再
生
機
構
が
正

式
な
施
行
者
と
な
っ
た
。
�
事
業

認
可
後
の
小
金
井
市
の
役
割
は
。

�
事
業
認
可
の
際
、
完
成
予
定
が

平
成　

年
度
と
な
っ
て
い
る
が
、

１９

昨
年
の
半
年
間
の
暫
定
予
算
が
完

成
時
期
に
与
え
る
影
響
は
。
平
成

　

年
は
小
金
井
市
施
行　

周
年
を

２０

５０

迎
え
る
。
式
典
の
予
定
な
ど
も
あ

る
と
思
う
の
で
、
間
に
合
う
よ
う

に
完
成
可
能
か
。
�
中
央
線
関
連

街
づ
く
り
検
討
委
員
会
や
修
景
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
市

民
の
声
を
ど
う
生
か
す
か
。
�　
２５

階
の
展
望
を
市
民
が
共
有
す
る
こ

と
に
つ
い
て
難
し
い
の
は
、
設
計

変
更
の
問
題
か
、
そ
れ
と
も
財
政

的
な
問
題
な
の
か
。

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開

発
事
業
の
推
進
に
向
け
て

　

年
度
か
ら
５
年
間
で
延
べ　

人

１３

４２

の
増
員
を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し

待
機
児
を
ゼ
ロ
に
す
る
根
本
的
な

対
策
と
し
て
は
、
保
育
園
を
１
園

つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
�
「
の
び
ゆ
く
こ
ど
も
プ

ラ
ン
」
の
中
で
子
ど
も
施
策
の
総

合
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
等
の
高
い
も
の
に
つ
い
て

は
前
倒
し
す
る
計
画
に
し
て
い
き

た
い
。
�
小
規
模
保
育
園
、
駅
型

保
育
園
等
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

推
進
の
方
向
で
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
に
「
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
建
設
」
を
求
め
ま
し
た
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

�
小
金
井
市
次
世
代
育
成
支
援

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し

た
理
由
と
、
調
査
結
果
の
活
用
に

つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。
�
認
可

保
育
園
の
新
設
・
増
設
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
き
た
の

か
。
�
次
世
代
育
成
支
援
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、
市
民
の

要
求
に
ど
う
応
え
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
�
「
の
び
ゆ
く
こ
ど
も

プ
ラ
ン
」
で
明
記
し
た
市
民
に
対

す
る
約
束
を
実
行
せ
よ
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く

行
動
計
画
と
、
そ
の
基
礎
資
料
の

た
め
に
調
査
を
実
施
し
た
。
今
後
、

子
ど
も
の
施
策
に
対
し
て
総
合
的

な
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。
�
保

育
園
の
定
員
変
更
に
よ
り
、
平
成

子
育
て
支
援
の

充
実
に
向
け
て

り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
検
討
し
な
い

か
。

　

市
長　

�
コ
コ
バ
ス
運
行
を
期

待
さ
れ
て
い
た
方
々
に
は
申
し
訳

な
い
。
先
の
総
務
企
画
委
員
会
の

陳
情
で
も
早
急
に
走
ら
せ
て
ほ
し

い
と
い
う
陳
情
が
採
択
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
早
急
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
�
福
祉
を
中
心
に
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
交
通
不
便
地
域
の
解
消

な
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策
が
あ

ろ
う
か
と
思
う
が
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

�
コ
コ
バ
ス
南
側
路
線
が
新
た

に
３
ル
ー
ト
開
通
す
る
が
坂
下
地

域
が
は
ず
さ
れ
た
。「
坂
を
お
り

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
と
い
う

厳
し
い
ご
意
見
も
伺
っ
て
い
る
。

当
初
か
ら
市
も
交
通
不
便
地
域
に

坂
下
地
域
を
指
定
し
て
い
た
が
、

一
番
交
通
不
便
な
地
域
が
残
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

坂
下
の
地
域
は
バ
ス
を
小
型
化

し
て
当
初
考
え
ら
れ
て
い
た
ル
ー

ト
を
い
か
し
、
中
村
美
術
館
や
野

川
や
武
蔵
野
自
然
公
園
を
生
か
し

た
ル
ー
ト
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。
�
平
成　

年
に
は　

％
に

２２

２０

な
る
小
金
井
の
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
、
武
蔵
野
市
の
レ

モ
ン
キ
ャ
ブ
や
福
島
県
小
高
町
の

ｅ
�
ま
ち
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な
乗

中
町
前
原
の
坂
下
地
域
に

コ
コ
バ
ス
の
早
期
運
行
を

引
取
り
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

�
市
内　

小
中
学
校
の
校
舎
、
体

１４

育
館
の
耐
震
化
率
は　

・
６
％
。

４２

�
補
助
金
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
た
。
仮
に　

年
度

１６

に
耐
震
補
強
工
事
が
実
施
で
き
た

場
合
の
耐
震
化
率
は　

・
４
％
。残

５２

念
な
が
ら
施
設
整
備
事
業
計
画
ど

お
り
実
施
し
た
場
合
と
比
べ
９
・

８
％
ダ
ウ
ン
し
た
現
況
で
あ
る
。

■　

年
度
、
市
議
会
の
判
断
が
及

１６
ぼ
し
た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。
小

中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
の
み
な

な
ら
ず
、
保
育
園
に
つ
い
て
も
積

極
的
な
地
震
対
策
を
要
望
し
た
。

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

東
海
沖
地
震
な
ど
大
規
模
な
地

震
が
発
生
す
る
こ
と
は
十
分
予
測

さ
れ
る
。
�
小
金
井
市
で
は
、
児

童
・
生
徒
が
学
校
に
い
る
間
に
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
安
全
対

策
は
十
分
か
。
�
学
校
施
設
の
耐

震
化
に
関
し
て
は
、
建
築
基
準
法

の
基
準
が
強
化
さ
れ
た
昭
和　

年
５７

以
降
の
新
耐
震
建
物
と
耐
震
工
事

が
必
要
な
昭
和　

年
以
前
の
建
物

５６

に
分
か
れ
る
。
総
床
面
積
に
占
め

る
新
耐
震
建
物
と
耐
震
工
事
済
み

の
床
面
積
の
割
合
（
耐
震
化
率
）

は
。
�　

年
度
暫
定
予
算
に
な
っ

１６

た
が
為
の
耐
震
化
率
へ
の
影
響
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　

教
育
長　

�
毎
月
一
回
の
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
小
学
校
で
は
年

に
一
回
、
保
護
者
に
よ
る
児
童
の

小
中
学
校
の

地
震
対
策
を
問
う
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各
会
派
の
略
称
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
日
本
共
産
党
）
日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団

（
公
明
党
）
小
金
井
市
議
会
公
明
党

（
改
革
連
合
）
改
革
連
合

（
改
革　

）
改
革　

２１

２１

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）
小
金
井
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
自
民
党
小
金
井
）
自
由
民
主
党
小
金
井
市
議
団

（
市
民
の
党
）
市
民
の
党

（
市
民
自
治
）
市
民
自
治
こ
が
ね
い

（
湧
湧
環
境
ク
）
湧
く
湧
く
環
境
ク
ラ
ブ

（
市
民
ウ
ェ
ブ
）
市
民
ウ
ェ
ブ

（
民
主
党
）
民
主
党
小
金
井
市
議
団

（
民
主
市
民
）
民
主：

市
民

　
※
原
稿
は
市
長
部
局
の
答
弁
等
も
含
め
て
各
議

員
が
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問

一般質問とは

　議員が市政全般にわたり、

市長や行政機関などに対し、

質問することができます。

市が行う事務の状況及び将

来に対する方針などについ

ての質問をし、報告や説明

を求めることをいいます。

３月２０日南側地域ココバス運行開始

問　一般質問はいつ行われるの？　

答　３月、６月、９月、１２月の年

　　４回の定例会で行います。
　

問　傍聴はできるの？　

答　だれでも傍聴できますので、

　　議会事務局で傍聴の手続きを

　　してください。

質問コーナー質問コーナー


